
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
恋
仇 

譲
れ
ば
よ
か
っ
た 

今
の
妻
）
（
外
食
の 

頃
も
あ
っ
た
な 

ク
リ
ス
マ
ス) 

（
赤
い
糸 

結
ば
れ
た
は
ず
が 

縛
ら
れ
て
）
（
ア
ッ
シ
ー
は 

紅
葉
マ
ー
ク
で 

返
り
咲
き
） 

か
ら
「
直
近
の
労
働
運
動

課
題
。
地
域
活
動
強
化
と

し
て
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
既
存
の
分
析

や
組
織
把
握
。

10
春
闘

方
針
」
等
に
つ
い
て
課
題

提
起
を
受
け
た
。 

 
 

議
事
で
は
、
総
会
以
降

の
報
告
、
幹
事
会
の
任
務

分
担
と
新
年
度
担
当
者
会

議
を
１
月

18
日
ま
で
に

開
催
す
る
事
を
含
め
た
当

(1)第663号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協   毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年12月21日 

 

 

幹
事
会
は
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
最
初
と

な
る
。
会
議
冒
頭
、
矢
島

議
長
は
「
地
協
結
成

20

周
年
を
向
か
え
る
年
度
と

な
る
。
事
務
局
体
制
も
新

体
制
と
な
っ
た
。
全
体
で

協
力
を
願
い
た
い
。
そ
し

て
、
本
気
に
な
っ
て
日
本

一
の
地
協
を
目
指
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長

も
「
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題

で
良
か
っ
た
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
回

の
計
画
つ
い
て｢

参
加
者

へ
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か
？｣

や｢

講
演
テ
ー
マ
を
ど
の

様
に
す
る
か｣

等
、
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 

12
月

19
日
、
連
合
中

越
エ
リ
ア
内
で
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
街
宣
行
動
を
実

施
。
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
等
を

訴
え
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

あ
っ
と
い
う
間
に
真

冬
！
厳
し
い
寒
波
が
襲
っ

て
き
た
●
新
潟
労
働
局
の

10
月
期
の
雇
用
失
業
情

勢
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
有
効
求
人

倍
率(

季
節
調
整
値)

は
、

０
．

44
倍
で
前
月
と
同

倍
率
●
新
規
求
職
は
前
年

同
別
月
比
で

14
ヶ
月
増

加
、
雇
用
保
険
受
給
者
実

人
員
は

12
ヶ
月
増
加
と

厳
し
い
状
況
が
報
告
●
平

成

22
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定

率(

11
月
末
日)

は
、
高

等
学
校

69

．
８
％
（
前

年
同
月
比
▲
８
．
７
ポ
イ

ン
ト)

、
大
学
等
就
職
内

定
率

53

．
８
％
（
前
年

同
月
比
▲
７
．
８
ポ
イ
ン

ト
）
と
厳
し
い
●
新
潟
労

働
局
が

17
日
か
ら

25
日

ま
で
県
内
７
箇
所
で
順
次

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
福
祉
行

政
と
が
一
体
と
な
っ
た
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
さ
れ
る
●

11
月
30

日
、
全
国

77
箇
所
で
試

行
さ
れ
、
２
４
０
０
名
を

超
え
る
人
た
ち
が
募
っ
た

●

08
年
春
卒
業
の
学
生

ま
で
は
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
等
で
、
ま
さ
に
売
り

手
状
況
、
有
効
求
人
倍
率

も
「
１
」
を
超
え
だ
っ
た

●
再
び
、

93
年
以
降
続

い
た
就
職
氷
河
期
に
し
て

は
な
ら
な
い
し
、
彼
ら
の

責
任
で
は
な
い
●
一
刻
も

早
く
、
政
治
が
責
任
を
発

揮
し
た
雇
用
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。 

 

 

12
月
８
日(

火)

18
時

30
分
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
で
「
柿
川
に
親

し
む
会 

第
３
回
実
行
委

員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

第

13
回
柿
川
周
辺
清

掃
と
歴
史
探
訪
の
集
い
は

10

月

３

日

に

開

催

さ

れ
、

80

名

の

参

加

が

あ
っ
た
。
委
員
会
で
は
会

計
報
告
の
後
、
当
日
の
報

告
や
反
省
点
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
。
「
コ
ー
ス

割
り
が
良
か
っ
た
」
「
ゴ

ミ
が
少
な
か
っ
た
」
、
ま

た
講
演
テ
ー
マ
に
つ
い
て

旧
役
員
引
継
ぎ
会
が
行
わ

れ
た
。
前
事
務
局
長
の
金

子
顧
問
や
佐
々
木
顧
問
を

は
じ
め
、
退
任
幹
事
・
新

任
役
員
全
員
か
ら
あ
い
さ

つ
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

連
合
新
潟
斉
藤
事
務
局
長

と
の
対
話
も
弾
み
和
や
か

な
う
ち
に
懇
親
交
流
会
が

行
わ
れ
た
。 

勤
労
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
。 

 

委
員
長
あ
い
さ
つ
の

後
、
各
委
員
が
自
己
紹
介

を
行
い
、
報
告
事
項
へ
と

委
員
会
が
進
め
ら
れ
た
。 

 

審
議
事
項
で
は
、
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
年
間
活
動
計
画
や

連
絡
体
制
が
確
認
さ
れ

た
。
同
時
に
、
各
活
動
の

担
当
委
員
も
決
定
し
た
。 

 

中
越
地
協
幹
事
会
か
ら

は
国
民
・
Ｓ
Ｊ
担
当
の
金

内
副
議
長
よ
り
出
席
い
た

だ
い
た
。 

面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て

意
思
統
一
が
な
さ
れ
た
。 

 

幹
事
会
終
了
後
は
、
連

合
新
潟
と
の
対
話
会
と
新 

 

連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

（
青
年
女
性
委
員
会
）
の

第
１
回
委
員
会
が
12
月 

16
日(

水)

18
時
30
分
、 
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見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

2010連合北陸ブロック 

春季生活闘争推進会議 
 2010連合北陸ブロック春季生活闘争推進会議

が、12月10日～11日(木・金)に南魚沼郡湯沢町

で開催された。 

 1日目

の 会 議

で は、

「労 働

基 準 法

改 正 の

ポ イ ン

ト」に

ついて山田氏(新潟労働局監督課長)が講演。平

成22年4月1日施行の改正労働基準法のポイント

として「時間外労働の限度に関する基準の見直

し」「法定割増賃金率の引上げ」「年次有給休

暇の時間単位付与」等の解説がなされた。続い

て、連合本部團野副事務局長からは、2010春季

生活闘争に向けての取組み視点、闘争方針・具

体的な取組みの柱と体制、要求等についての課

題提起がなされた。さらに、高橋連合本部中小

対策局長から中小共闘方針について、山根木非

正規労働センター総合局長からは2010パート共

闘方針・ガイドラインについて各々提起がなさ

れた。 

 2日目は、各地方連合会の中小・非正規の取

組み報告が、連合新潟、連合富山、連合石川、

連合福井からそれぞれ報告と意見交換がなされ

た。 

第１回連合中越幹事会開催 
連合新潟との対話会 新旧役員引継ぎ会 

 

連
合
中
越
は
第
19
回
定
期
総
会
（
11
月
13
日
）

後
初
と
な
る
第
１
回
幹
事
会
を

12
月
17
日(

木)

に

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開
催
し
、
当
面
の

諸
課
題
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。
会
議
終
了

後
は
、
新
旧
役
員
引
継
ぎ
会
も
盛
会
に
行
わ
れ
た
。 

 

連
合
中
越
青
年
女
性
委
員
会 

第
１
回
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
を
開
催 

柿
川
に
親
し
む
会 

第
３
回
実
行
委
員
会
開
催 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
街
宣 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
不
登
校 

同
じ
気
持
ち
だ 

先
生
も
）
（
言
っ
て
く
れ 

こ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
の ｢

こ
れ｣

は
何
？
）
（
大
掃
除 

減
る
の
は
み
ん
な 

僕
の
も
の
）
（
君
が
い
い 

十
年
経
て
ば 

君
で
い
い) 
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各支部が定期総会を開催 
総会スローガンの下､新年度活動方針や役員体制決定 

 12月8日(火)

18時30分より

長岡市大覚において2009年連

合中越栃尾支部総会が開催さ

れました。 

初めに坂井支部長の挨拶が

あり、一年間の活動のねぎら

いと来年一年間の協力要請が

ありました。その後、来賓でとして連合中越今井事務局次

長さんからの挨拶をいただきました。 

 栃尾地域での一年間の活動の総括と来年の活動の方針の

確認を行いました。引き続き、決算の承認と予算のあり方

について審議決定を行いました。だんだん組織人数が減少

する中でも栃尾地域を盛り上げていこうということになり

ました。 

 最後に、同会場で懇親をはかり、来年も栃尾地域を盛り

上げていくことを誓いました。 

 12 月 3 日 ( 木 )、南 魚 沼 市 内

「ニューホテル越路荘」にて、第2

回支部総会を開催いたしました。来賓も含め30名の

参加がありました。 

 議事は滞りなく進み、次年度役員も満場一致で決

定となりました。 

 終了後のレセプションでは、２年間の活動をふり

返り、大いに

盛り上がりま

した。 

 今後の２年

間、またどう

ぞよろしくお

願いいたしま

す。 

 十日町支部の総会が12月４日(金)にサン

クロス十日町において開催されました。  

総会議長の十日町市労連の数藤貴光氏の進行の下、駒形支

部長のあいさつに続き、来賓の連合中越の金内副議長らから祝

辞が述べられ、審議に入りました。 

 09年度活動報告、決算報告、会計監査報告がなされ、続く審

議事項では10年度活動方針

(案)、10年度予算(案)が提

起され、質疑及び執行部答

弁がされ承認されました。 

 次に承認事項として支部

役員選出(案)の報告、総会

宣言(案)の確認がされまし

た。 

 長年にわたり連合運動にご尽力いただき、今回で退任される

駒形支部長から退任あいさつがあり、続いて山口新支部長から

就任あいさつを受け、山口支部長による力強い団結がんばろう

が三唱され閉会いたしました（写真＝新支部長による団結がんばろう）。 

栃尾支部 

南魚沼支部 十日町支部 

 12月４日

(金 )小出

郷勤労会館にて、単組代

表者会議兼支部総会(21

名)を行った。羽賀中越地

協副議長から挨拶をいた

だき、11月の地協総会に

て、重点課題等承認されたことを受け、1年間の総括

と次年度の支部独自活動、

予算、新幹事体制等を確認

した。スローガン、総会宣

言の承認後、最後は次年度

の活動に対して森山支部長

の「団結ガンバロー」で締

めくくった。 

北魚沼支部 

連合 

中越 

 11月19日(木)、見附地区支部はホテル

つるやにて、定期総会を開催しまし

た。加盟10単組中３単組が委任され全単組参加とはな

りませんでしたが前年度の反省をし、今年度の方針を

全員で確認してきたところです。 

 中越地協からは来

賓として小林事務局

長から来ていただき

新任のあいさつ。懇

親会の中で井上、

佐々木、両市議会議

員の挨拶をうけ、今

年度を歩き始めまし

た。 

見附支部 

 11月25日(水)に、第２回連合中越地協

小千谷支部定期総会が開催されました。 

 当日は、長谷川県議を初め、

川上市議のご祝辞をいただいた

あと、各議題の承認と、役員選

考委員会から新役員の選出が提

案され承認されました。 

 最後に、新役員の決意を連合

新潟のスローガンにこめて、団

結ガンバロウーで終了となりま

した。 

小千谷支部 




